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胃粘膜下略喝症例ti例 し神経線経緯1例.平滑的瞳 1

例,悪性 リンパ腫2例,平滑筋肉腫 1例チ平滑筋芽纏胞

腫 ま例)につき検討を加えた.胃癌手術症例に責める割

合は 2,6%で男性4例,女性 2例で平均年齢は53.3歳

であった,膿癌の占居部位は良性魔窟はA優域に,平滑

筋肉腫はM領域に見られラ悪性 リンパ腫では胃全体に広

がっていた.悪性腫轟では大 きさが 5cm 最上で慮轟

の粘男葉に濃療形成の傾向が見られた.術前生検により組

織診断 しえたのは6例車2例にすぎず鮪前診断の困難さ

がうかがわれた.手術は良性鹿轟には部分切除と検出鮪

那,悪性魔境および平滑筋芽細胞腫には胃癌に準 じた駁

治術が行われ,食倒健在である.このうち比較的稀な平

滑筋芽細胞腫の症例につき供覧する.

2)壁外性発奮を豊 した巨大胃平滑筋腫の 1例
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腹部膨満,便秘を主訴にした82歳の女性が,触診上腹

部に小児頭太の腰痛を触知 きれヲ精査の結果,嚢胞性変

化を伴った巨大な胃平滑肉腫と診断 された.痩癖は胃体

下部後壁凍膜より歯茎性に胃壁外性発育を量 した褒胞性

管,胃壁の一部と衆に腰痛摘出鮪を施行 した.大きさは

20×20×且8cm,1チ800gで予内溶液は浅慮性であり,

肝転移き リンパ節転移を認めなかった.組織学的には異

型性が少なく,核分裂像 も擾めて少ないため平滑筋腫と

診断された.襲胞性変化,胃壁外性発蘭,巨東涯癖は肉

限的に悪性を疑わせる所見とされ 病理診断と村政 Lな

いが,組織学的に良性L7)診断で肝転移をきたした臼験例

もあることより,十分なフォロ-アップが必要と考えた,
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また.胃平滑筋腫はほと人どが充実性で嚢胞性変化をき

たした症例は稀である. さlT一に有茎性発育を呈 した例は

極めて稀であるため,若干の文献的考察を加えて報告 し

た.

31比 車知 勺短期間に発育したと思われる隆起性
胃癌 し713症例
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症例 1は76歳女性.内視鏡的に腺腫を経過観察中であっ

たが,約 1年の経過で 王型早期胃癌を新たをこ幽門前廃部

に生 し＼ 手術を施行 した.症例 コは52歳野性.内視鏡的

に胃液轟を経過観察中であったがさ約 3年の経過で中濃

轟が ⅡCヰ 正a塾早期胃癌をこ進展 したと考えられ,手術

を施行 した,症例3は83歳男性.前年度,過形成ポリ-

･‖二村 L内視鏡的ポ】lべ ATトミー弓:実施 し.JJLT)経_過観

察のため施行 した 1年後の内視鏡で Bla+琵C型早期胃

癌が見つかり,手術を施行 した.以上のように, 1年か

ら3年という比較的短期間に早期胃癌が発育 した事を内

視鏡的 に確認 し得た症例と考えられたので報告する.

射 小腸潰癌の 且例
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症例は53歳男性.平成 且隼 5月腹痛をこて当科受診.香

種検査施行するも原因は不明であった,平成2年9月腸

閉塞となるも保存的治療をこて改善.平成 3年 2月再び腸

閉塞となり入院.小腺造影で回腸に深い濃慶をともなう

施療性病変があり,不完全閉塞となっていた.血管造影

では比較的血流に芝 しかった.回腸切除術を行なったが,

病変は深い激痛で,濃藤線は盛 り上がっていた.観繊学

的には非特異性磯癌であったが,ベ-チェヅト病の主症

状は認められず,単純性濃癌と診断 した,診断をこ苦慮 し

た小腺洩癌の1例を経験 したのでここに報告 した.


